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「火の用心！」園児が呼び掛け　消防出初式
　ことし１年間の無災害を祈念し、消防防災意識への高揚を新
たにする「大町市消防出初式」が１月10日、地元消防団員や自主
防災会など約800人が参加し行われました。
　市街地中央通りでは、法被姿の消防団員や消防車両32台などが消
防団ラッパ隊の演奏に合わせて、ＪＲ信濃大町駅前から商工会館まで
を士気高らかに行進。保育園・幼稚園児でつくる幼年消防クラブも
参加し、拍子木を打ちながら「火の用心」と大きな声で呼び掛けました。
　文化会館での式典で牛越市長は「消防団など地域住民が自ら
担う力が防災の要であり、安心安全なまちづくりに貢献しても
らっている」とあいさつしました。来賓で訪れた阿部守一知事
は「神城断層地震から大北地域が立ち上がり前進していくよう
引き続き取り組んでいきたい」と述べました。

主な内容
❷　各種検診を申し込みましょう　
❸　大町総合病院　2/9　人間ドック予約受け付け開始
❹　行政手続きで必要になります！　マイナンバー
❺　県民交通災害共済　申し込み開始
❻　農業委員会から水田などの「賃借料情報」
❼　確定申告をする皆さんへ
❾　おすすめ観光情報　あめ市・まちなかイベント
�　公民館利用調整会議
�　生涯学習
�　募集　第21代大町レディース
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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申
し
込
み
を
お
忘
れ
な
く

　
２
月
上
旬
に
、
市
内
に
住
所
の

あ
る
世
帯
に
各
種
検
診
の
申
込
書

を
お
送
り
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
２
月
29
日（
月
）

ま
で
で
す
。
詳
し
い
検
診（
健
診
）

の
内
容
や
記
載
方
法
、
提
出
方
法

は
、
同
封
の「
平
成
28
年
度
各
種

検
診
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
の
変
更
点

■
が
ん
検
診

▽
胃
カ
メ
ラ
の
対
象
者
を
、
国
の

提
言
に
よ
り
35
歳
以
上
の
毎
年
か

ら
、
40
歳
以
上
の
奇
数
年
齢
（
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
）
の
み
に

し
ま
す
。

▽
乳
が
ん
検
診
の
乳
房
視
触
診
を

超
音
波
検
診
に
し
ま
す
。

■
プ
レ
ミ
ア
検
診

　
胃
カ
メ
ラ
の
対
象
者
の
変
更
に

伴
い
、【
図
１
】の
と
お
り
年
齢
に

よ
り
検
査
項
目
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
も

国
保
特
定
健
診
は
無
料

　
通
常
９
７
０
０
円
（
自
己
負
担

額
１
２
０
０
円
）
の
国
保
特
定
健

診
（
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
が

対
象
）が
、
27
年
度
に
引
き
続
き
、

28
年
度
も
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

申
し
込
み
は
２
月
29
日
月
ま
で

　
平
成
28
年
度
の
各
種
検
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、気
付
い
た
時
に
は
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。
今
は
不
調
を
感
じ
な
い
人
も
、

年
に
1
度
は
検
診
や
大
町
総
合
病
院
な
ど
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

各
種
検
診
を
申
し
込
み
ま
し
ょ
う

※胃バリウム検診をお勧めできない人
・飲みこむ力の弱い人、むせやすい人
・胃の手術をされている人
・過去のバリウム検査で体調不良になった人
・腰痛、関節痛等で体の向きを変えることが
　難しい人、痛みの出やすい人など

健康診査　＋　追加検査
・心電図・大腸がん検診
・胸部レントゲン・腹部超音波

胃カメラ

男性（50歳以上）
･前立腺がん検診

女性
･乳房超音波検診
･子宮頸がん検診

胃バリウム※

40歳以上（平成29年4月1日時点の年齢）

男性（50歳以上）
･前立腺がん検診

女性
･マンモグラフィ

（76歳以上は乳房超音波検診）

人間ドックでの
胃カメラを
お勧めします

偶数

共　通

奇数

【図１】プレミア検診

平成28年度
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平
成
28
年
度
の「
人
間
ド
ッ
ク
」

の
予
約
受
け
付
け
を
、
２
月
９
日

（
火
）午
前
10
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

予
約
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク

■
１
日
ド
ッ
ク

　
が
ん
、
生
活
習
慣
病
な
ど
、
健

康
状
態
を
総
合
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で

き
ま
す
。

○
料
金
　
３
万
６
０
０
０
円
　
基

本
コ
ー
ス
の
料
金
で
す
。
加
入
し

て
い
る
保
険
に
よ
り
料
金
が
異
な

り
ま
す
。

■
脳
ド
ッ
ク

　
一
度
発
症
す
る
と
寝
た
き
り
や

命
の
危
険
性
が
あ
る
脳
疾
患
。
不

規
則
な
生
活
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
、

脳
血
管
障
害
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る

人
、
脳
卒
中
の
家
族
歴
の
あ
る
人

に
お
勧
め
で
す
。

※
料
金
は
税
込
み
額
で
す
。

※「
２
日
ド
ッ
ク
」は
現
在
受
け
付

け
中
で
す
（
料
金
　
６
万
８
１
５

０
円
）。

※
「
協
会
け
ん
ぽ
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
」
の
予
約
受
け
付
け
は
、

３
月
２
日（
水
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

申
し
込
み

　
電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
総
合

病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
へ
。

そ
の
他

▽
お
使
い
の
保
険
証
に
よ
り
助
成

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽「
プ
レ
ミ
ア
検
診
」で
胃
カ
メ
ラ

が
受
け
ら
れ
な
い
年
齢
の
人
に
は

人
間
ド
ッ
ク
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
併
用
コ
ー
ス

　「
１
日
・
２
日
ド
ッ
ク
」に
追
加

し
て
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
頭
部
・

頚
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
撮
影
、
頚
部
超
音
波

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
料
金
　
２
万
４
３
０
０
円

▽
簡
易
コ
ー
ス

　
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
頭
部

Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
頭
部
・
頚
部
Ｍ
Ｒ

Ａ
撮
影
を
実
施
し
ま
す
。

○
料
金
　
１
万
８
９
０
０
円

▽
単
独
コ
ー
ス

　
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
頭
部
・
頚

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
撮
影
、
頚
部
超
音
波
検

査
、
特
定
健
診
相
当
検
査
、
心
電

図
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
料
金
　
３
万
４
５
０
０
円

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

人
間
ド
ッ
ク
は
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

を
自
由
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

新
し
く
導
入
し
た
「
ア
ミ
ノ
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
が
ん
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
」
や
「
心
不
全
マ
ー

カ
ー
」「
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
」
な
ど

も
好
評
で
す
。

▽
平
成
28
年
度
の
「
プ
レ
ミ
ア
検

診
」
は
、
５
月
上
旬
か
ら
予
約
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、「
平
成
28
年
度
各
種
検
診

の
ご
案
内
」を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
・
有
線

２
３
・
４
４
０
０
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
２
２
３
４

人
間
ド
ッ
ク
助
成
額

一
部
増
額

　
よ
り
多
く
の
人
に
受
け
て
い

た
だ
く
た
め
、
28
年
４
月
か
ら
、

大
町
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
対
し
て
、「
日
帰
り
ド
ッ
ク
」の

助
成
額
を
一
律
２
万
円
に
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
２
４

２
月
９
日

大
町
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

人
間
ド
ッ
ク
予
約

受
け
付
け
ス
タ
ー
ト

国民健康保険加入者 後期高齢者
医療保険加入者64歳以下 65歳以上

一泊ドック 30,000円 20,000円 20,000円

日帰りドック 20,000円 15,000円⇒20,000円 10,000円

脳ドック（単独） 18,000円 ※特定健診の検査項目を含む場合に限る

脳ドック（追加） 10,000円
※特定健診の検査項目を含まない簡易的
な脳ドック、一泊または日帰りドックと
同一年度に受ける場合に限る
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マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

１人に１つマイナンバー
行政手続きで必要になります！

5
　「社会保障」「税」「災害対策」の行政手続きで、マイナンバー（個人番号）
が順次必要になります。マイナンバーは手続きにより「個人番号カード」
または「通知カード」の提出や確認をします。併せて本人確認を行います。
ご理解とご協力をお願いします。詳しくは各担当課にお問い合わせください。

■「個人番号カード」または「通知カード」を提出する手続き
　カードの記載内容を最新の状態にするため、提出が必要になります。

主な手続き 担当課
転入・転居など、住民票を異動するとき　

市民課
戸籍届出により氏名などが変わるとき

■マイナンバーを確認する手続き
　「個人番号カード」または「通知カード」でマイナンバーの確認が順次必要になります。

主な手続き 担当課
国民健康保険に関すること（加入・脱退、高額医療や限度額証の申請、保険証の再発行など）

市民課
後期高齢者医療保険に関すること（保険証の再発行、高額医療や減額認定証の申請など）
介護保険に関すること（被保険者の資格管理、保険料の賦課、要介護認定、保険給付など）

福祉課
障がい者（児）福祉に関すること（各種給付、手帳の交付、自立支援医療費、障害支援区分認定）
生活保護に関すること（生活保護申請、審査、保護決定）
中国残留邦人など支援給付の支給に関すること（支援給付申請、審査、支援決定）
軽自動車税の減免に関すること

税務課固定資産税・都市計画税の減免に関すること
固定資産税の申告に関すること（償却資産、住宅用地特例適用、新築住宅減額適用など）
就学援助費のうち医療券に関すること 学校教育課
子ども・子育て支援に関すること（保育園など入園に関する支給認定、入園申
し込み、利用者負担額徴収など）

子育て支援課児童扶養手当の支給に関すること（手当の資格認定、支給）
児童手当、特例給付の支給に関すること（手当の資格認定、支給）
特別児童扶養手当の支給に関すること（手当の資格認定、支給）

■窓口での本人確認
　窓口などでの手続きの際、本人確認をします。次のどちらかの書類をご用意ください。

▽個人番号カード、運転免許証、パスポートなど官公庁が発行した顔写真付きの書類など１点

▽健康保険被保険者証、国民健康保険証、国民年金手帳など官公庁が発行した顔写真なしの書類など２点

■制度についての問い合わせは

▽マイナンバー総合フリーダイヤル　℡０１２０－９５－０１７８
（平日午前９時30分～午後10時　土・日曜日、祝日午前９時30分～午後５時30分　※年末年始を除く）
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■
加
入
で
き
る
人
　
４
月
１
日
以

降
に
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

※
被
扶
養
者
で
就
学
の
た
め
、
市

外
に
お
住
ま
い
の
人
も
加
入
で
き

ま
す
。

■
会
員
の
期
間
　
４
月
１
日
～
平

成
29
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
の
加
入
は
、
会
費
を

納
入
し
た
翌
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で

■
会
費
　
４
０
０
円
／
人

■
申
し
込
み
　
自
治
会
を
通
じ
て

加
入
す
る
か
、ま
た
は
市
民
課
消

費
生
活･

交
通
安
全
係
、
八
坂
支

所
、
美
麻
支
所
へ
。

※
中
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

市
が
納
入（
公
費
負
担
）し
、
全
員

が
加
入
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

■
そ
の
他
　
見
舞
金
の
申
請
は
事

故
発
生
日
か
ら
２
年
以
内
で
す
。

申
請
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
県
民
交
通
災
害

共
済
組
合
決
算
状
況
な
ど

　
県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
ん
が
納
入
し
た
会
費
に

よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
26
年
度
の
実
績
は
、【
表
１
】【
表

２
】の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
課
消
費
生
活･
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

▽
八
坂
支
所
民
生
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
美
麻
支
所
民
生
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

平成
28
年度　

自
分
や
家
族
に
突
然
降
り
掛
か
っ
て
く
る
交
通
事
故
。
交
通
災
害
共
済
は
、

交
通
事
故
に
遭
っ
た
人
を
会
員
と
県
下
15
市
の
組
合
が
一
体
と
な
っ
て
助
け

合
う
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

県
民
交
通
災
害
共
済

申
し
込
み
開
始

【表１】見舞金支払い状況

県全体 大町市

会員数 691,021人 21,245人

会費収入 2億3,108万6,000円 742万7,900円

見
舞
金

件数 2,429件 48件

金額 1億5,043万7,500円 427万円

【
表
２
】決
算
状
況

　
源
流
美
麻
太
鼓
の
会
で
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の

充
実
と
宝
く
じ
の
普
及
啓
発
を

目
的
と
し
た（
一
財
）自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業
を
活
用

し
、
太
鼓
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
の
発
足
以
来
、
美

麻
地
区
の
小
・
中
学
生
を
中
心

に
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
演
奏
会
、

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
へ
参
加
し
、

演
奏
回
数
は
年
間
30
回
を
超
え

ま
す
。

　
子
ど
も
が
元
気
で
頑
張
る
姿

は
地
域
に
元
気
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
今
回
の
助
成
に
よ
り
、

さ
ら
に
活
動
の
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０

会費
2億3,108万6,000円

65.67％

繰越金
1億1,066万3,000円

31.45％ 歳入
3億5,186万7,000円
歳入

3億5,186万7,000円

会費
2億3,108万6,000円

65.67％

繰越金
1億1,066万3,000円

31.45％

諸収入
14万1,000円
0.04％

財産収入
382万7,000円
1.09％

財産収入
382万7,000円
1.09％

繰入金
615万円
1.75％

会　　費：会員が納入したお金
財産収入：基金の利子
繰 越 金：前年度繰越金
諸 収 入：貯金利子
繰 入 金：基金からの繰入金

歳出
2億2,933万円
歳出
2億2,933万円

交通災害共済費
2億2,542万5,000円

98.30％

交通災害共済費
2億2,542万5,000円

98.30％

諸支出金
382万7,000円
1.67％

議会費
7万8,000円
0.03％

議会費：交通災害共済組合議会の運営のための経費
交通災害共済費：支払った共済見舞金や事務経費
諸支出金：基金への繰出金

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

源
流
美
麻
太
鼓
の
会
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平
成
21
年
度
の
農
地
法
改
正
に

よ
り
、
標
準
小
作
料
制
度
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
農

業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
賃
借
動

向
な
ど
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
27
年
１
月
か
ら
11

月
ま
で
に
締
結（
公
告
）さ
れ
た
市

内
の
賃
借
料
を
基
に
、
左
表
の
と

お
り
地
域
別
に「
実
勢
賃
借
料
」を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
市
内
線
６
４
０
・
６
４
１

農
業
委
員
会
か
ら
水
田
な
ど
に
関
す
る

実勢賃借料情報　　　　　　　  （金額は田10アール当たり）

地域区分 平均額 最高額 最低額 データ数

大町地区 6,700円 10,000円 1,000円 123件

平地区
（海の口以北、鹿島、
 源汲、中花見を除く）

7,000円 10,000円 1,000円 245件

平地区北部
（海の口以北、鹿島、
 源汲、中花見）

4,200円 6,200円 2,700円 31件

常盤地区 11,700円 17,500円 3,200円 347件

社地区 9,000円 14,000円 5,000円 83件

八坂地区 4,500円 5,000円 4,300円 3件

美麻地区 4,600円 8,400円 2,800円 6件

▽上記金額は、限られた期間（平成27年１～11月）の中で契約された
実勢価格を情報提供するものであり、実際の契約締結での賃借料金
を定めるものではありません。

▽データ数は集計に用いた筆数です。

▽基盤整備の有無による区分はしていません。

▽賃借料を物納支給している場合など、特別な賃貸借は集計対象から
除いています。

▽金額は算出結果を四捨五入し100円単位としています。

▽八坂地区の畑の実勢価格は、最高額9,300円、最低額5,000円です。

　
農
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
、
老

後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
。
農

業
者
年
金
制
度
は
、
幅
広
い
農

業
者
が
安
心
し
て
加
入
で
き
、

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
有
利
な
制

度
で
す
。

■
加
入
資
格

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人

■
制
度
内
容

▽
保
険
料
の
額
は
自
由
に
設
定

　
保
険
料
は
、
月
額
２
万
～

６
万
７
０
０
０
円
の
間
で
、
千

円
単
位
で
加
入
者
が
自
由
に
設

定
で
き
ま
す
。
農
業
経
営
の
状

況
や
老
後
の
設
計
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

▽
税
制
面
の
優
遇
措
置
（
社
会

保
険
料
控
除
）

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
、

所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

証
付
き

　
年
金
は
生
涯
保
証
さ
れ
ま
す
。

仮
に
、
加
入
者
が
80
歳
前
に
死

亡
し
た
場
合
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は

ず
の
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在

価
値
相
当
額
が
、
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
市
内
線
６
４
０
・
６
４
１

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か

「
賃
借
料
情
報
」の
お
知
ら
せ
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確
定
申
告
書
へ
の
復
興
特
別

所
得
税
の
記
載
を
忘
れ
ず
に

　
平
成
25
～
49
年
分
ま
で
の
各
年

分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併
せ

て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
お
よ

び
納
付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、

各
年
分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則

と
し
て
、そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）

に
２
・
１
％
の
税
率
を
掛
け
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。

　
ま
た
、
25
年
１
月
１
日
～
49
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
生
ず
る
所

得
に
つ
い
て
、
源
泉
所
得
税
が
徴

収
さ
れ
る
場
合
に
は
、
復
興
特
別

所
得
税
が
併
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

　
平
成
23
年
分
以
降
の
各
年
分
に

お
い
て
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

や
確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と

な
っ
て
い
る
控
除
（
例
え
ば
、
純

損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な

ど
）の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
平
成
27
年
分
以
降
は
、
外
国
の

制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い
て
支

払
わ
れ
る
年
金
な
ど
源
泉
徴
収
の

対
象
と
な
ら
な
い
公
的
年
金
等
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
公
的
年
金

等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
98
万

円
（
65
歳
以
上
の
人
は
１
４
８
万

円
）
を
超
え
る
人
、
生
命
保
険
料

控
除
な
ど
各
種
控
除
を
受
け
る
人

は
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

閉
庁
日
に
申
告
を
し
た
い

皆
さ
ん
へ

　
税
務
署
の
閉
庁
日
に
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
個
人
消

費
税
・
贈
与
税
の
申
告
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
21
日
・
28
日
　
日

曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　

※
混
雑
状
況
に
よ
り
受
け
付
け
終

了
時
間
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
会
場
　
長
野
市
若
里
市
民
文
化

ホ
ー
ル（
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
隣
）

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
自
宅
な
ど
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。
提
出
は
、

印
刷
し
て
郵
送
、
ま
た
は
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
大
町
税
務
署
ま
た

は
税
務
課
税
務
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
町
税
務
署

℡
２
２
・
０
４
１
０
（
自
動
音
声

に
よ
る
案
内
後
、「
２
」を
選
択
）

▽
税
務
課
税
務
係

℡
市

内
線
４
４
３
・
４
４
４
・

４
４
８

確
定
申
告
を
す
る
皆
さ
ん
へ

税
務
署
か
ら

　
昨
年
末
か
ら
暖
冬
が
続
き
、
市
内

で
も
ス
キ
ー
場
や
除
雪
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
が
、

１
月
中
旬
に
は
降
雪
が
あ
り
、
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
は
、
年
の
初
め
に

ど
の
よ
う
な
夢
や
抱
負
を
描
か
れ
た

で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
市
の
活
力
を
再

生
す
る
た
め
に
、
地
方
創
生
の
実
現

に
向
か
っ
て
確
か
な
一
歩
を
進
め
る
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
策
定

し
ま
し
た
総
合
戦
略
に
沿
っ
て
、
産
業

の
振
興
や
働
く
場
の
創
出
、
定
住
促

進
や
子
育
て
支
援
の
強
化
、
観
光
振

興
な
ど
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
略
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化･

芸
術
の
力
で
地
域

を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
昨
年
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
奥
原
希の

ぞ
み望

さ
ん
を
は
じ
め
、

空
手
や
陸
上
、
体
操
、
サ
ッ
カ
ー
、
水

泳
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
市
出
身
の

若
い
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
本
年
は
い
っ

そ
う
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
文
化･

芸
術
で
は
、
県
の
助
成
を

い
た
だ
き
旧
教
員
住
宅
を
活
用
し

て
旭
町
に
整
備
し
た
芸
術
家
の
滞

在
・
制
作
拠
点「
あ
さ
ひ
Ａ
Ｉ
Ｒ
」の

活
動
が
始
動
し
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
芸
術
の
持
つ
発
信
力
に
よ
り
全

国
に
大
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
６
月
４
日
か
ら
開

催
さ
れ
ま
す
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸

術
祭
〜
信
濃
大
町 

食
と
ア
ー
ト
の

廻
廊
〜
で
は
、
市
内
５
つ
の
展
示
エ

リ
ア
に
、
大
町
の
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
作
品
が
制
作
、
展
示
さ
れ
ま

す
。
国
内
外
か
ら
鑑
賞
に
訪
れ
る

多
く
の
観
光
客
を
迎
え
、
地
域
全

体
が
交
流
の
場
に
な
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
こ
と
し

の
夢
を
実
現
で
き
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第78回】
ことしの夢

大町市長　牛越徹
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
ホ
ワ
イ

ト
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ベ
ン
ト「
冬
の
公
園
で
遊
ぼ
う
！
」が
ス
タ
ー
ト
。

冬
な
ら
で
は
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
！

　
積
雪
状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
最
新

の
積
雪
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
２
月
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
つ
な
い
だ
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
雪
上

を
疾
走
！
　
ス
ピ
ー
ド
感
た
っ
ぷ

り
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
す
。

ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

■
日
時
　
３
月
５
日（
土
）・
６
日

（
日
）　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
、
午
後
１
時
～
２
時

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
広
場

■
そ
の
他
　
参
加
者
全
員
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト
体
験

お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り

　
ド
ン
グ
リ
や
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
な

ど
、
森
の
素
材
を
使
っ
て
小
さ
な

お
内
裏
さ
ま
と
お
ひ
な
さ
ま
を
作

り
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
20
日（
土
）～
28
日

（
日
）　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
～
２
時
30
分

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト

工
房

■
費
用
　
２
０
０
円

森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト
体
験

わ
ら
細
工
の
鍋
敷
き
づ
く
り

　
冬
の
手
仕
事
わ
ら
細
工
を
体
験

し
よ
う
！
　
材
料
の
稲
わ
ら
は
水

や
熱
に
強
く
、
金
属
製
の
鍋
な
ど

が
水
に
濡
れ
て
い
て
も
滑
り
に
く

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ

は
直
径
15
㎝
程
度
。
所
要
時
間
は

約
２
時
間
で
す
。

■
期
日
　
２
月
21
日（
日
）

■
受
付
時
間
　
午
前
10
時
、
午
後

１
時

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト

工
房

■
費
用
　
４
０
０
円

森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト
体
験

ミ
ニ
ほ
う
き
づ
く
り

　
わ
ら
を
使
っ
て
30
㎝
程
度
の
卓

上
ほ
う
き
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
28
日（
日
）　
午
前

９
時
30
分
～
11
時
、
午
後
１
時
～

２
時

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト

工
房

■
費
用
　
２
０
０
円

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前
の

電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

■
期
間
　
２
月
６
日（
土
）・
７
日

（
日
）・
11
日
（
木
）・
13
日
（
土
）・

14
日（
日
）　
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
午
後
１
時
～
３
時

※
十
分
な
積
雪
が
な
い
場
合
は
中
止

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
広
場

■
費
用
　
１
日
乗
り
放
題
５
０
０

円（
保
険
料
含
む
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

雪
中
大
運
動
会

　
雪
玉
の
的
当
て
「
ス
ノ
ー
ス

ロ
ー
」
や
、
自
分
が
ス
ト
ー
ン
に

な
る
「
人
間
カ
ー
リ
ン
グ
」
な
ど
、

雪
を
テ
ー
マ
に
し
た
５
種
目
の
競

技
に
挑
戦
。
目
指
せ
、
あ
づ
み
の

公
園
レ
コ
ー
ド
！

スノーラフティング

雪中大運動会

おひなさまづくりわら細工の鍋敷き
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期日 曜日 時間 イベント名（会場・集合場所）

3 水 15:00 若一王子神社節分祭

6 土 20:00 夢花火と音の祭典（大町温泉郷）※１

7 日 9:00 北アルプス山麓かんじきハイク初級
中山高原コース（大町温泉郷）※１

11 木 10:00 あめ市・まちなかイベント

13 土 20:00 夢花火と音の祭典（大町温泉郷）※１

14 日 9:00 北アルプス山麓かんじきハイク初級
中山高原コース（大町温泉郷）※１

20 土 20:00 夢花火と音の祭典（大町温泉郷）※１

21 日 9:00 北アルプス山麓かんじきハイク初級
中山高原コース（大町温泉郷）※１

27 土 20:00 夢花火と音の祭典（大町温泉郷）※１

28 日 9:00 北アルプス山麓かんじきハイク初級
中山高原コース（大町温泉郷）※１

※１　詳しくは広報おおまち 1 月号に掲載しています。
変更になる場合があります。詳細はお問い合わせください。
■問い合わせ　観光課庶務管理係　℡ 市 内線５６１

２月のイベント予定

あめ市・まちなかイベント
２月11日木

　甲斐の武田信玄と、越後の上杉謙信が争っていた
時代に、同じく武田氏と争っていた駿河の今川氏と
相模の北条氏が連合し、武田氏の支配地に塩の供給
を止める戦略をとり領民を困らせました。これに義
憤を持った上杉謙信は越後から信濃経由で塩を送り

「敵に塩を送る」の古事が生まれました。
　この塩が松本に着いた１月11日を記念して「塩
市」が始まったと伝えられ、江戸時代の前半には

「あめ市」に、幕末から明治以降は「初市」と呼ばれ、
近年再び「あめ市」に戻ったと言われています。
　大町では、１カ月遅れの２月11日に行う習慣と
なり、塩俵をかたどった飴や福飴、縁起物を売る露
店が並びます。「まちなかウォークスタンプラリー」
などのイベントも開催します。商店街を巡り、おい
しいものやお土産を買って楽しみませんか。詳しく
はホームページをご覧ください。

■日時　２月11日（木）　午前10時～午後２時
■会場　中心市街地商店街
■問い合わせ　大町商工会議所　℡２２－１８９０
　　　　ホームページ　http://www.occi.jp/
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
ス
キ
ー
で
白
馬
村
を
訪
れ
る
外
国
人
に
大
町
市
の
食

や
文
化
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ

ス「
元
気
号
」が
運
行
し
、
初
日
の
12
月
23
日
に
歓
迎
式

を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
急
増
し
た
外
国
人
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
観
光
客

は
滞
在
期
間
が
長
く
、
宿
泊
先
以
外
で
夕
食
を
食
べ
る

習
慣
か
ら
白
馬
村
の
飲
食
店
は
飽
和
状
況
で
し
た
。
そ

の
受
け
入
れ
先
と
し
て
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

が
呼
び
掛
け
、市
内
の
飲
食
店
な
ど
16
店
舗
に
よ
る「
信

濃
大
町
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト
」
が
発
足
。
英
語
表
記
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
一
部
店
舗
で
は
英
語
の
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
大
町
市
と
白
馬
・
小
谷
村
で
つ
く

る
北
ア
ル
プ
ス
３
市
村
観

光
連
絡
会
が
運
行
し
、
大

町
市
と
白
馬
村
を
２
月
15

日
ま
で
、
片
道
５
０
０
円

１
日
１
往
復
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
か
ら
の
外
国
人

15
人
が
利
用
し
、
Ｊ
Ｒ
信

濃
大
町
駅
前
で
牛
越
市
長

な
ど
が
歓
迎
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
料
理
店
で

天
ぷ
ら
や
す
し
な
ど
を
楽

し
ん
だ
ほ
か
、
着
物
や
忍

者
の
衣
装
の
試
着
や
茶
道

体
験
な
ど
日
本
文
化
に
触

れ
ま
し
た
。

　
国
際
大
会
で
優
勝
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
奥
原
希の
ぞ
み望

さ
ん

（
日
本
ユ
ニ
シ
ス
・
仁
科
台
中

−

大
宮
東
高
出
）と
空
手
道
の

宇
海
水
稀
さ
ん（
日
本
航
空
高
・
大
町
第
一
中
出
）が
そ
れ
ぞ

れ
帰
省
し
ま
し
た
。

　
奥
原
さ
ん
は
１
月
２
日
、
小
学
生
時
代
に
所
属
し
て
い
た

大
町
キ
ッ
ズ
の「
打
ち
始
め
」を
兼
ね
た
交
流
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
交
流
会
に
は
、
大
北
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム

の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
約
80
人
が
参
加
し
、
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
と
一
人
ず
つ
対
戦
し
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を

し
た
内
山
七
香
さ
ん（
中
１
）は「
動
き
が
す
ご
く
速
か
っ
た
。

す
ご
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
12
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
の
年
間
上
位
８
人
で
争
わ
れ
る

「
ス
ー
パ
ー
シ
リ
ー

ズ
フ
ァ
イ
ナ
ル

ズ
２
０
１
５
」女

子
シ
ン
グ
ル
ス

で
日
本
人
初
と

な
る
優
勝
を
果

た
し
た
奥
原
さ

ん
は「
地
元
の

応
援
が
何
よ
り

も
パ
ワ
ー
に
な

る
。オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
に
な
る

が
、
意
識
し
過

ぎ
ず
自
分
ら
し

く
楽
し
く
競
技

し
た
い
」と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

　
宇
海
さ
ん
は
12
月
28
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

牛
越
市
長
に
世
界
一
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
ジ
ュ
ニ
ア
＆
カ
デ
ッ

ト
、21
ア
ン
ダ
ー
空
手
道
選
手
権
大
会
」ジ
ュ

ニ
ア
女
子
・
形
の
部
で
優
勝
。
こ
の
ほ
か
、

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
、
全
国
高
校
選
抜

大
会
、
国
民
体
育
大
会
の
３
冠
を
達
成
し
、

全
日
本
空
手
連
盟
が
全
世
代
か
ら
選
ぶ
最
優

秀
選
手
賞
に
も
輝
き
ま
し
た
。

　
宇
海
さ
ん
は
「
世
界
一
は
小
さ
い
頃
か
ら

の
夢
だ
っ
た
の
で
う
れ
し
い
。
国
際
大
会
は

対
戦
ご
と
に
形
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
が
大
変
だ
っ
た
」と
大
会
を
振
り
返
り
、

牛
越
市
長
は
「
市
民
も
応
援
し
て
い
る
の
で

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
今
後

の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

外
国
人
観
光
客
が
大
町
グ
ル
メ
を
堪
能

２
人
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が

地
元
大
町
に
帰
省
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ときめきマイ・シティー

　
市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
神
城
断
層
地
震
で
見
合

わ
せ
た
伝
統
行
事「
巻
き
俵わ
ら

」の
わ
ら
巻
き
足
し
を
１

月
６
日
、
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
中

村
家
で
２
年
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。

　
巻
き
俵
は
、
直
径
約
50
㎝
、
高
さ
約
１
ｍ
20
㎝
で
、

中
村
家
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
１
６
９
８（
元
禄
11
）年

か
ら
梁は
り

の
材
料
で
あ
っ
た
木
片
を
芯
に
し
て
毎
年
わ

ら
を
巻
き
足
し
、
家
内
安
全
や
五
穀
豊
穣
を
祈
る
縁

起
物
。
俵
が
太
く
な
り
す
ぎ
た
明
治
時
代
か
ら
表
面

の
部
分
を
取
り
除
き
わ
ら
を
巻
き
足
す
よ
う
に
し
ま

し
た
が
、
中
心
部
の
わ
ら
は
３
０
０
年
以
上
前
の
も

の
で
、
煙
で
い
ぶ
さ
れ
て
黒
く
変
色
し
て
い
ま
す
。

　
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
職
員
や
一
般
参
加
者
な
ど
12

人
が
二
つ
の
巻
き
俵
に
新
た
な
わ
ら
を
巻
き
足
し
、

地
震
復
興
や
地
域
の
繁
栄
な
ど
を
願
う
札
を
飾
り
神

棚
に
供
え
ま

し
た
。

　
地
元
青
具

自
治
会
の
北

沢
孝
一
会
長

は
「
い
ま
だ

に
避
難
し
て

い
る
人
も
い

る
が
、
震
災

か
ら
区
切
り

に
な
っ
た
」

と
伝
統
行
事

の
再
開
を
喜

び
ま
し
た
。

　
国
際
芸
術
祭
開
催
を
計
画
中
の
信
濃
大
町 

食
と
ア
ー

ト
の
廻
廊
実
行
委
員
会
は
１
月
16
日
、
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス

大
町
で
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
を
招
き

市
民
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
芸
術
祭
は
、
大
町
市
の
変
化
の
起
爆
剤
と
し
て
地
域

の
創
造
性
の
高
ま
り
と
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
地
域
の
魅

力
を
地
域
や
世
界
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

市
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
で
す
。

　
同
実
行
委
員
会
で
は
、
名
称
を
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術

祭
～
信
濃
大
町 

食
と
ア
ー
ト
の
廻
廊
～
と
し
て
平
成
29

年
６
月
４
日
～
７
月
30
日
ま
で
57
日
間
の
開
催
を
決
定
。

続
く
討
論
会
に
は
市
民
な
ど
１
２
０
人
が
参
加
し
、
開
催

エ
リ
ア
を
仁
科
三
湖
や
市
街

地
、
東
山
な
ど
五
つ
に
す
る

こ
と
や
、
国
内
外
か
ら
30
～

40
人（
組
）の
芸
術
家
を
招
き

作
品
を
展
示
す
る
こ
と
な
ど

の
素
案
を
説
明
。
参
加
者
か

ら
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
３

時
間
に
わ
た
り
熱
心
に
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
牛
越
市
長
は
「
熱
心
な
討

議
や
ご
意
見
、
ご
指
摘
に
感

謝
し
た
い
。
計
画
づ
く
り

の
過
程
で
説
明
会
を
開
き

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
続
け
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
姉
妹
都
市
の
富
山
県

氷
見
市
と
氷
見
市
の
姉

妹
都
市
静
岡
県
島
田
市
、

大
町
市
の
各
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
１
月
９
～
11

日
、
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
夏
の
氷
見
・
島
田
市
、

冬
の
大
町
市
を
会
場
と

し
て
毎
年
持
ち
回
り
で

行
う
こ
の
交
流
会
は
、

団
員
が
交
流
を
深
め
少

年
団
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
28
回
目
と
な
る
今
回
は
、
小
学
生
団
員
や
指
導
者

な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
。
総
合
体
育
館
で
対
面
式
の

後
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る

バ
レ
ー
や
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
大
町
・
松
川

地
区
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
見
学
、
爺
ガ
岳
ス
キ
ー

場
で
ソ
リ
遊
び
な
ど
を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
大
町
市
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の
木
村
彩い

月つ
き

く
ん
（
西
小

６
年
）は「
大
町
は
冬
に
は
た
く
さ
ん
の
雪
が
積
も
る
け

れ
ど
、
こ
と
し
は
雪
を
見
せ
ら
れ
ず
残
念
。
皆
さ
ん
と

た
く
さ
ん
お
話
し
を
し
た
い
。
ぜ
ひ
大
町
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」と
歓
迎
し
ま
し
た
。

地
域
の
復
興
と
繁
栄
を
願
い

２
年
ぶ
り
の「
巻
き
俵
」

来
年
６
月
開
催
の
芸
術
祭
を

市
民
討
論
会
で
説
明

氷
見
市
・
島
田
市
・
大
町
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
交
流
会
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利
用
し
よ
う　
社
会
教
育
施
設

公
民
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の
平
成
28
年
度
分
の
利
用
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
施
設
の
共
通
事
項

　
会
議
に
出
席
す
る
団
体
は
、
当

日
ま
で
に
「
社
会
教
育
施
設
利
用

登
録
団
体
」
の
登
録
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
本
年
度
、
登

録
の
あ
る
団
体
に
は
、
事
前
に
代

表
者
宛
て
に
登
録
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
利
用
登
録
団
体

　
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
皆

さ
ん
で
定
期
的
に
公
民
館
施
設
を

利
用
し
て
活
動
し
て
い
る
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
す
る
団

体
は
、「
社
会
教
育
施
設
利
用
登

録
団
体
」と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

■
登
録
に
つ
い
て
　
登
録
申
請
書

は
、
各
公
民
館
や
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
・
青
少
年
係
に
あ
り
ま
す
。

活
動
の
内
容
に
よ
り
登
録
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
　
登
録
す
る

と
、
利
用
調
整
会
議
で
定
期
利
用

の
調
整
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
施
設
使
用
料
の
免
除
申
請
手

続
き
が
簡
略
化
で
き
ま
す
。

大
町
公
民
館
施
設

■
日
時
　
２
月
９
日（
火
）　
午
後

６
時
30
分

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

１
階
　
研
修
室

■
利
用
調
整
期
間
　
４
～
９
月

■
対
象
　
大
町
公
民
館
・
文
化
会

館
（
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
を
含

む
）、
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町

を
主
な
利
用
施
設
と
し
て
活
動
し

て
い
る
団
体
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
団
体

▽
曜
日
を
決
め
て
定
期
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て

活
動
し
て
い
る
団
体

■
問
い
合
わ
せ

大
町
公
民
館
・
文
化
会
館

℡
・
有
線
２
２
・
９
９
８
８

大
町
公
民
館
分
室

■
日
時
　
２
月
22
日（
月
）　
午
後

７
時

■
会
場
　
大
町
公
民
館
分
室
　
２

階
　
講
堂

■
利
用
調
整
期
間
　
４
～
９
月

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
団
体

▽
曜
日
を
決
め
て
定
期
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て

活
動
し
て
い
る
団
体

■
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
会
議
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、
特
別
な
理
由

で
あ
ら
か
じ
め
会
場
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
２
月
15
日

（
月
）ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年

係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年

係
　
℡
市
内
線
６
２
２

平
公
民
館
・
女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア

■
日
時
　
２
月
12
日（
金
）　
午
後

７
時

■
会
場
　
平
公
民
館
・
女
性
未
来

館
ピ
ュ
ア
　
軽
運
動
室

■
利
用
調
整
期
間
　
４
月
～
平
成

29
年
３
月

■
対
象
　
平
公
民
館
・
女
性
未
来

館
ピ
ュ
ア
を
主
な
利
用
施
設
と
し

て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体

▽
曜
日
を
決
め
て
定
期
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て

定
期
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

■
問
い
合
わ
せ

平
公
民
館
・
女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア

℡
・
有
線
２
２
・
０
６
９
４

常
盤
公
民
館

■
日
時
　
２
月
12
日（
金
）　
午
後

７
時

■
会
場
　
常
盤
公
民
館
　
学
習
室

１
・
２

■
利
用
調
整
期
間
　
４
月
～
平
成

29
年
３
月

■
対
象
　
常
盤
公
民
館
を
主
な
利

用
施
設
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団

体
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
団
体

▽
曜
日
を
決
め
て
定
期
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て

定
期
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

▽
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

特
別
な
理
由
で
あ
ら
か
じ
め
会
場

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
団
体

■
問
い
合
わ
せ

常
盤
公
民
館

℡
・
有
線
２
２
・
０
３
２
１

公
民
館
利
用
調
整
会
議
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体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、

調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。
毎
週
決

ま
っ
た
時
間
に
体
育
施
設
を
利
用

し
た
い
団
体
の
代
表
者
は
、
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
整
会
議
に
出
席
で
き
る
団
体

は
、
２
月
29
日
（
月
）
ま
で
に
「
ス

ポ
ー
ツ
開
放
団
体
」
登
録
を
し
た

団
体
の
み
で
す
。

■
日
時
　
３
月
15
日（
火
）　
午
後

６
時
30
分

■
会
場
　
総
合
体
育
館
　
小
ア
リ
ー

ナ■
利
用
調
整
期
間
　
５
～
10
月

ス
ポ
ー
ツ
開
放
団
体

　
市
や
市
内
小
・
中
学
校
の
体
育

施
設
を
利
用
し
て
毎
週
決
ま
っ
た

時
間
に
活
動
し
た
い
団
体
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
開
放
団
体
」
に
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

■
登
録
の
条
件
　
登
録
で
き
る
団

体
の
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
登
録
構
成
員
が
10
人
以
上
で
、

市
内
在
住
者
（
通
勤
・
通
学
を
含

む
）が
半
数
以
上
の
団
体

▽
他
の
団
体
と
構
成
員
が
重
複
し

て
い
な
い
団
体

■
申
し
込
み
　
２
月
29
日（
月
）ま

で
に
、
総
合
体
育
館
に
あ
る
登
録
申

請
書
と
会
員
名
簿
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
、
総
合
体
育
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

総
合
体
育
館

℡
・
有
線
２
２
・
８
８
５
５

■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８催 し
大町市芸術
文化協会 　はばたきの集い

　地域で活動する市民芸能や文化団体（日本舞踊・

歌謡舞踊・詩吟・扇舞・剣舞・独吟・箏・合唱・

カラオケ・ギターマンドリン・絵画など）の皆さ

んによる発表会を開催します。入場無料です。日

頃の成果をぜひご覧ください。

舞台芸能の部
■日時　２月28日（日）　午後１時

■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室

展示の部
■日時　２月20日(土)～28日（日）　午前８時30

分～午後５時（最終日は舞台芸能の部終

了まで）

■会場　文化会館　１階　展示室（２月28日（日）

はサン・アルプス大町）

劇団四季ファミリーミュージカル

「むかしむかしゾウがきた」
リハーサル見学会
　大町公演（３月20日）のチケットをお持ちの人

を対象にリハーサル見学会を開催します。普段は

見ることのできない本番前の緊張感あふれるリ

ハーサルの様子をご覧ください。キャストの皆さ

んと交流する時間もあります。申し込み不要です。

■日時　３月20日（日）　午後１時15分～45分

▽受け付け　午後０時45分〜１時10分

■会場　文化会館　ホール入り口

■持ち物　参加人数分の公演チケット

■その他

▽見学会終了後、開場時間まで一旦退場してください。

▽チケット購入については、広報おおまち12月号を

ご覧いただくか、文化会館にお問い合わせください。

© 撮影者：阿部章仁

体
育
施
設
定
期
利
用
者

平
成
28
年
第
１
回
調
整
会
議
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

総合体育館

第 44 回豊かな老後のための平地区市民の集い
　平地区社会福祉協議会では、「豊かな老後のための平地区市民の集い」を開催します。高齢化が進む中で人間

として健やかな老後をどう生きるか―。地域福祉の在り方やより良い社会の在り方について考えてみましょう。

申し込み不要、入場無料です。大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。

■日時　３月５日（土）　午後１時～４時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂

■対象　市民　※平地区居住者に限らず参加できます。

■内容 　 ▽小・中学生による意見発表

　北小学校ボランティア実行委員会の皆さん

　第一中学校福祉実行委員会の皆さん

▽アトラクション　太鼓演奏

▽講演　「長寿のための食事を」

　講師　横山タカ子さん（料理研究家）

■問い合わせ　平地区社会福祉協議会事務局（平公民館・女性未来館ピュア内）　℡・有線２２－０６９４

ワンバウンドふらばーるバレー教室
　この競技は楕円形のボールを使うソフトバレーボー

ルに似た競技で、「ボールは軟らかい」「スピードはゆっ

くり」「大勢で楽しめる」というものです。寒い冬、一緒

に運動不足を解消しましょう！

■日時　２月19日・26日、３月４日　金曜日　全３回

午後７時～９時

■会場　仁科台中学校　体育館

■対象・定員　中学生以上　先着60人

■内容　ワンバウンドふらばーるバレーのルールを覚え、

どこでも誰とでもできるように、また、大会

への参加も考えられるように練習をします。

■費用　1,000円（保険料など）

■持ち物　体育館用シューズ、タオル、飲み物

■申し込み　２月17日（水）までに、費用を添えて直接、

総合体育館へ。

ワンバウンドふらばーるバレー大会
　跳ねる方向に意外性があり、動きが予想しにく

い、そんな変形ボールを使って行うニュースポー

ツ「ワンバウンドふらばーるバレー」の大会を開催

します。

　名前のとおり、相手コートから来たボールをワ

ンバウンドしてからレシーブをすることも特徴で、

年齢や性別を問わず、誰でも気軽に楽しく参加で

きます。

　家族や友達を誘って、ぜひ一緒に「ワンバン」を

楽しみましょう！　参加無料です。

■日時　３月６日（日）　午後１時

■会場　仁科台中学校　体育館

■参加資格　中学生以上の５～８人で構成された

チーム（男女不問）

■申し込み　３月４日（金）までに、総合体育館に

ある申込書に必要事項を記入の上、直接、

総合体育館へ。

■その他　チームでスポーツ保険にご加入ください。

■問い合わせ

　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

横山タカ子さん

大町市生まれ。
長野市在住。
長年にわたり信州
の伝統食について
研究を重ね、地元
の食材の良さを生
かしたオリジナル
レシピを考案。テ
レビ、ラジオ、講
演などでも活躍中。
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常盤公民館

常盤公民館サークル活動展示会
　常盤公民館で日頃から活動しているサークル・団体

などの皆さんの作品や活動内容を展示します。

■日時　２月13日（土）～19日（金）　午前８時30分～午

後７時（13日は午後５時、19日は午後１時まで）

■会場　常盤公民館　ホール

■サークル活動内容（順不同）

▽文化系　水彩画、手芸、詩、パソコン、英語、民謡、

フォークダンス、日本舞踊、詩吟、習字、そば打ち、

地域学習、ボランティア活動、親睦交流など

▽運動系　柔道、剣道、太極拳、卓球、ミニ

テニス、ソフトバレー、体操、マット・ボール

運動など

わら細工講座「円座とねこつぐら」
　わらをすぐるなど制作前の準備の基礎を学び、円座

とねこつぐらを作ります。

■日時　２月22日（月）・25日（木）・29日（月）、３月３日（木）・

７日（月）　全５回　午前９時～正午

■会場　常盤公民館　学習室

■定員　先着15人

■講師　須沼つぐら部会

■費用　1,000円（工具・材料代）

■持ち物　軍手、手ばさみ、座布団

■申し込み　２月８日（月）から受け付けます。電話また

は直接、常盤公民館へ。

常盤囲碁・将棋・マージャン大会
　娯楽としての囲碁、将棋、マージャンで頭脳の

健康増進をしませんか。大勢の皆さんのご参加を

お待ちしています。

■日時　２月14日（日）　午前８時30分

■会場　常盤公民館

■対象　市民　※常盤地区居住者に限らず参加でき

ます。

■種目　①囲碁（一般の部、小・中学生の部）

　　　　②ポン抜き（子どものみ）

③将棋（一般の部、小・中学生の部）

④マージャン（一般）

■申し込み　２月12日（金）までに、電話または直

接、常盤公民館へ。

常盤卓球・ソフトバレーボール大会

　冬期間の運動不足解消に卓球やソフトバレー

ボールで体を動かしましょう。

■日時　２月28日（日）　午前９時

▽受け付け　午前８時30分～

※常盤公民館で開会式を行います。

■会場　常盤公民館　講堂、南小学校　体育館

■種目　 ▽卓球　※男女の区分あり

①小学生、②中学生、③一般、④ダブルス

▽ソフトバレーボール　※男女混合チーム

（小学生以下は、男女の区分はありません）

①一般の部のみ（小学生以下も参加できます）

■対象　市民　※常盤地区居住者に限らず参加できます。

■持ち物　上履き用運動靴、ラケット

■申し込み　２月24日（水）までに、電話または直接、

常盤公民館へ。当日受け付けも可能ですが、

できる限り事前に申し込んでください。■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１
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生涯学習
児童センター

山岳博物館

やしょうま作り
　信州では、お釈

しゃ

迦
か

様の亡くなった日に米粉菓子の「や

しょうま」を作る風習があります。親子で昔懐かしのお

菓子を作ってみませんか。参加無料です。

■日時　２月19日（金）　午前10時30分～11時30分

■対象・定員　未就園児と保護者　先着15組

■講師　川上郁子さん（食生活改善推進委員）

■申し込み　２月10日（水）までに、電話または直接、

児童センターへ。

子育てあるある座談会
　日頃の子育てを振り返り、親子の関わり方を学びま

す。参加者が親の役、子どもの役に分かれ、子どもの

気持ちや親の気持ちをどのように伝えるかなどを考え

ます。参加無料です。

■日時　２月26日（金）、３月８日（火）　午前10時～正午

※いずれか１日にご参加ください。

■対象・定員　０～10歳までの子どもがいる保護者　

各日先着８人

■申し込み　２月10日（水）までに、電話または直接、

児童センターへ。

■その他　託児あります（１～４歳までの子ども対象）。

事前にお申し込みください。

オカリナ鑑賞会
　福祉施設などを回り、

オカリナの演奏活動を

している「アルチェ」が、

童謡など子どもにおな

じみの曲を演奏します。

聞いて、一緒に歌って楽しみましょう。参加無料

です。やさしい音色を親子で味わいませんか。

■日時　２月23日（火）　午前10時～10時45分

■対象・定員　どなたでも　先着50人

■出演　アルチェ

■申し込み　２月19日（金）までに、電話または直

接、児童センターへ。

アロマオイル・マッサージ講座
　好みの香りで手足をマッサージしてリフレッシュ

しましょう。笑顔で子育てできるよう応援します。

■日時　３月４日（金）　午前10時～11時30分

■定員　先着15人

■講師　松島明子さん（ビジョンヨガインストラク

ター）

■費用　500円（材料代）

■持ち物　スポーツタオル

■申し込み　２月26日（金）までに、電話または直

接、児童センターへ。■会場・問い合わせ　児童センター　℡・有線２２－０７４１

山岳博物館・信州大学山岳科学研究所連携企画展

山
や

岳
ま

を科学する　シリーズ③　北アルプス山麓の自然に蝶が舞う
　山岳県、信州はたくさんのチョウの種類を見ることができます。信州の自然はなぜこれほどまでに豊かなチョウ

類を育むのでしょうか。チョウの目を通して、信州の自然に迫ります。

■日時　２月13日（土）～４月10日（日）　午前９時～午後５時

■会場　山岳博物館　特別展示室

■入館料　通常の入館料（企画展と共通）が必要です。大人400円、高校生300円、小・中学生200円

　　　　※未就学児、市内小・中学生、65歳以上の市民は、常時入館無料。毎月第３日曜日の「家庭の日」とその前

日は市民の入館無料

■その他　２月13日（土）午前10時30分～正午には、江田慧子さん（信州大学山岳科学研究所助教）による講演会「北

アルプス山麓の自然に蝶が舞う」を開催します。参加は入館料と共通です。

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線２２－０２１１
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大町図書館

ギャラリー・いーずら

朗読会
　大町図書館では、４月から山﨑登さん（ＮＨＫ解

説委員）を講師に招き、ボイストレーニング講座を

行いしました。その受講生による朗読会を開催しま

す。１年間の成果をぜひお聞きください。申し込み

不要、入場無料です。

■日時　２月28日（日）　午後１時～５時

■会場　大町図書館　視聴覚室

■問い合わせ

　大町図書館　℡・有線２２－１６１６

市内学校展
　この展覧会は、学校生活を広く市民の皆さんに見

ていただくために平成12年度に始まり、毎年開催

しています。市内の児童・生徒が、学校の授業やク

ラブ活動で制作した絵画や彫刻、書道などの作品を

多数展示します。この機会に、子どもたちの感性豊

かな作品をぜひご覧ください。入場無料です。

■学校名・期日

　 ▽南小学校　２月12日（金）～15日（月）

　 ▽西小学校　２月19日（金）～22日（月）

■時間　午前10時～午後５時（最終日は午後４時

30分まで）

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室

（いーずら大町特産館　２階）

■問い合わせ

　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市内線６２２

『千
せ ん

見
み

薬
や く

師
し

堂
ど う

の木
も く

造
ぞ う

薬
や く

師
し

如
に ょ

来
ら い

立
りゅう

像
ぞ う

（付属 木
も く ぞ う し ょ う か ん の ん り ゅ う ぞ う

造聖観音立像）』（市有形文化財）
　現在は廃村となってしまった千見細貝の薬師堂

に祭られていた２体の仏像を紹介します。

　薬師如来立像は像高45㎝、肩幅11㎝、台座の

高さが8.5㎝です。像容は、顔面と胸部にわずかに

金箔が残っており、肉
にっ

髻
けい

・螺
ら

髪
ほつ

の頭部と台座の上

段には黒漆が塗られています。衲
のう

衣
え

には全面に茶

色の塗りが施され、厚塗りのため、各所に剥落が

見られます。台座は蓮華座で、きれいに彩色され

ています。左手には薬
やっ

壺
こ

を載せ、お腹の辺りに揚

げており、右手は胸の辺りに上げて薬指を親指に

向けて曲げており、薬師如来の特徴を表しています。

　聖観音立像は像高43㎝、肩幅11㎝、台座の高

さが10㎝です。頭の上に結んでいる宝
ほう

髻
けい

は比較的

短く細く造られています。耳は非常に大きく長く、

額の位置から顎の下まで伸びています。左手は蓮
れん

華
げ

の蕾
つぼみ

を持ち、煩悩に汚されていない清らかさを

示し、右手は親指と中指、薬指を蓮華に向けてわ

ずかに曲げています。残念ながら右足の先端が欠

損しています。この像は先にご紹介した薬師如来

立像と大変似ていることから、同一仏師による同

時期の造像であることが分かります。

　これらの像は、眉間の白
びゃくごう

毫が異常に大きい、唇

の幅が広く分厚い、胴と台座の幅があまり違わな

い等の特徴から、木
もくじきさんきょしょうにん

食山居上人の初期の造像であ

り、万体仏のうちの２体であると考えられています。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 　�

木造薬師如来立像 木造聖観音立像

大町市の文化財
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市
で
は
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
と

し
て
活
動
す
る
た
め
の
訓
練
を
希

望
す
る
イ
ヌ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
に
先
駆
け
大
町
市
で
平
成

17
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
モ
ン

キ
ー
ド
ッ
グ
事
業
」
は
、
飼
い
イ

ヌ
を
訓
練
し
て
サ
ル
を
追
い
払
い
、

農
作
物
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
訓
練
希
望
の
イ
ヌ
は
、

専
門
の
施
設
に
預
け
、
農
地
な
ど

に
サ
ル
が
出
没
し
た
と
き
に
、
係

留
を
解
け
ば
サ
ル
を
追
い
払
え
る

よ
う
に
訓
練
し
ま
す
。

　
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
を
導
入
し
た

地
域
で
は
、
常
時
40
～
50
頭
の
群

で
出
没
し
て
い
た
サ
ル
を
モ
ン

キ
ー
ド
ッ
グ
が
適
正
に
追
い
払
う

こ
と
で
出
没
が
減
少
し
、
農
作
物

被
害
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と

い
う
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

■
対
象

▽
市
内
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
イ
ヌ

か
、
こ
れ
か
ら
飼
養
予
定
の
イ
ヌ

▽
中
型
犬
以
上
の
イ
ヌ
（
犬
種
、

　
山
岳
文
化
都
市「
大
町
」に
ふ
さ

わ
し
い
、
健
康
的
で
明
る
い
女
性

に
、
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス
と
し
て
、

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
１
人

■
応
募
資
格

▽
18
歳
以
上（
高
校
生
は
除
く
）の

女
性
で
、既
婚
、未
婚
は
問
い
ま
せ
ん

▽
県
内
に
お
住
ま
い
の
人
、
も
し

く
は
勤
務
し
て
い
る
人

▽
選
出
さ
れ
た
場
合
、
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

参
加
で
き
る
人（
年
間
10
回
程
度
）

▽
勤
務
先
の
了
承
を
得
ら
れ
る
人

▽
他
の
ミ
ス
コ
ン
な
ど
に
任
用
さ

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽
イ
ヌ
が
訓
練
所（
安
曇
野
市
）に

入
所
後
、
飼
い
主（
家
族
）が
訓
練

に
週
１
回
程
度
通
え
る
こ
と

※
訓
練
所
長
の
判
断
で
、
訓
練
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間

５
カ
月
間
　
※
訓
練
状
況
に
よ
り
、

期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
訓
練
内
容

▽
人
に
危
害
を
加
え
な
い

▽
サ
ル
を
発
見
し
た
ら
追
い
払
う

▽
サ
ル
を
追
い
払
っ
た
後
や
名
前

を
呼
ん
だ
と
き
に
飼
い
主
の
元
に

戻
っ
て
く
る

■
費
用

訓
練
費
１
カ
月
相
当
分
（
約
５
万

円
）　
※
４
カ
月
相
当
分
は
、
市

が
補
助
し
ま
す
。

れ
て
い
な
い
人

▽
普
通
運
転
免
許
証
を
有
し
て
い

る
人

■
任
期
　
平
成
28
年
４
月
～
30
年

３
月

■
申
し
込
み
　
２
月
１
日（
月
）～

29
日（
月
）ま
で
に
、
応
募
用
紙
に
カ

ラ
ー
写
真（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
）

を
貼
り
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身

分
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
、
本

人
ま
た
は
本
人
の
承
諾
を
得
た
推

薦
者
が
、
郵
送（
当
日
必
着
）ま
た
は

直
接
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
大
町
レ

デ
ィ
ー
ス
運
営
協
議
会
事
務
局
へ
。

※
応
募
用
紙
の
入
手
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
大
町
レ
デ
ィ
ー

ス
運
営
協
議
会
事
務
局（
大
町
商
工

会
議
所
内
）

℡
２
２
・
１
８
９
０

〒
３
９
８

－

０
０
０
２

大
町
市
大
町
２
５
１
１

－

３

■
申
し
込
み

常
時
、
受
け
付
け
中
で
す
。
事
前

に
説
明
や
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
場
合
は
直
接
、
農
林
水

産
課
庶
務
・
林
業
振
興
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
庶
務
・
林
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
６
２

あ
な
た
の
愛
犬
を
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
に
！

第
21
代
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス

募
集

募
集

サ
ル
に
負
け
な
い
！
　
農
地
を
守
る
！

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第20代鈴木さん　第19代西澤さん
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募
集

大
町
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
38
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
５
次
総
合

計
画
の
策
定
お
よ
び
進
行
管
理
を
行
い
、

総
合
的
、
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図

る
た
め
、
総
合
計
画
審
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民

■
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
答
申
の
日
ま
で

■
会
議
　
年
５
～
６
回
程
度

■
申
し
込
み
　
２
月
22
日（
月
）ま
で
に

応
募
動
機
を
任
意
の
用
紙
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
の
上
、
郵
送

（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
企
画
財
政

課
企
画
調
整
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

℡
市
内
線
５
２
１

八
坂
地
区
・
美
麻
地
区

地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員

　
市
で
は
、
八
坂
地
区
ま
た
は
美
麻
地

区
の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
調
査
・

審
議
し
て
い
た
だ
け
る
地
域
づ
く
り
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

▽
八
坂
地
区
　
２
人

▽
美
麻
地
区
　
３
人

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
地
区
内
居

住
者
で
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

地
域
発
展
の
た
め
に
提
言
い
た
だ
け
る
人

■
任
期
　
４
月
～
平
成
30
年
３
月

■
会
議
　
年
６
回
程
度

■
申
し
込
み
　
３
月
14
日（
月
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
用
紙
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
た
は
直
接
、
八
坂
・
美

麻
支
所
総
務
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
八
坂
支
所
総
務
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

〒
３
９
９

－

７
３
０
１

大
町
市
八
坂
１
１
０
８

－

１

大
町
市
八
坂
支
所

▽
美
麻
支
所
総
務
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

〒
３
９
９

－

９
１
０
１

大
町
市
美
麻
１
１
８
１
０

－

イ

大
町
市
美
麻
支
所

市
営
駅
前
・
仁
科
町
駐
車
場

定
期
利
用
者

　
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町
駅
前
に
あ
る
市
営
駅

前
駐
車
場
お
よ
び
仁
科
町
駐
車
場
の
定

期
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
台
数
　
市
営
駅
前
駐
車
場
70
台
、

仁
科
町
駐
車
場
20
台

■
対
象
　
通
勤
や
通
学
に
利
用
す
る
人

※
営
業
用
や
車
庫
と
し
て
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
利
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成
29
年

３
月
31
日

■
利
用
料
　
１
カ
月
４
５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
２
月
１
日（
月
）～
26
日

（
金
）ま
で
に
、
直
接
、
市
民
課
消
費
生

活
・
交
通
安
全
係
へ（
電
話
不
可
）。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決

定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

大
原（
大
町
）＝
１
戸（
２
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

大
新
田（
大
町
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

借
馬（
平
）＝
２
戸（
２
Ｋ
Ｂ
、２
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

館
の
内（
社
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

本
村（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

３
月
１
日（
火
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｋ
＝
台
所
、
Ｄ
Ｋ
＝
台

所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、

Ｙ
＝
浴
槽
付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

勤
め
て
い
る
人（
美
麻
地
区
の
住
宅
に
申

し
込
む
場
合
は
除
く
）
で
、
単
身
世
帯

ま
た
は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得

が
一
定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

■
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
15
日（
月
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

大原団地
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時
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
２
階
庁
議
室

で
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

庶
務
課
職
員
係
　
℡
市
内
線
５
１
３

「
介
護
用
品
引
換
券
」

新
規
取
扱
店

　
市
で
は
、
要
介
護
１
以
上
の
人
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世

帯
や
、
重
度
知
的
障
が
い
者（
児
）の
ご

家
族
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
、
お
む

つ
と
交
換
で
き
る「
介
護
用
品
引
換
券
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、「
介
護
用
品
引
換
券
」を
利
用

す
る
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

新
規
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。

■
取
扱
店
と
し
て
必
要
な
基
準

▽
市
内
に
店
舗
・
事
業
所
が
あ
る
こ
と

▽
対
面
販
売
に
よ
る
介
護
用
品
の
相
談

が
で
き
る
こ
と

■
申
し
込
み
　
２
月
29
日（
月
）ま
で
に
、

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係

℡
市
内
線
４
１
６

か
ん
き
ょ
う
サ
ポ
ー
タ
ー

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
平

成
26
年
２
月
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
に

「
か
ん
き
ょ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
委
嘱
し
、

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
新
し
い

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、新
た
に「
か
ん
き
ょ
う
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
大
町
市
・
白
馬
村
・
小

谷
村
に
住
所
が
あ
る
か
、
通
勤
し
て
い

る
人

■
任
期
　
５
月
～
平
成
29
年
３
月

■
会
議
　
５
回
程
度

■
活
動
内
容
　
施
設
の
外
観
や
周
辺
整

備
、
活
用
方
法
に
対
す
る
提
案
な
ど

■
申
し
込
み
　
３
月
31
日（
木
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
用
紙
に
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
は
が
き
・
封
書（
当

日
必
着
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
北
ア
ル

プ
ス
広
域
連
合
総
務
課
施
設
整
備
推
進

係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
総
務
課
施
設
整

備
推
進
係

℡
２
２
・
６
７
６
４

〒
３
９
８

－

０
０
０
２

大
町
市
大
町
１
０
５
８

－

３
３

大
北
福
祉
会
館
内

Ｅ
メ
ー
ル
　go

m
isyo

ri@
kita-alp

s.

o
m

ach
i.n

agan
o
.jp

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
生

　
平
成
28
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大

北
学
部
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
期
間
　
２
年
間
（
４
月
～
平
成

30
年
３
月
）

■
回
数
・
時
間
　
年
間
16
日
間
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
会
場
　
大
町
合
同
庁
舎

■
対
象
・
定
員
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
人
　
大
北
地
域
全
体
で
50
人

■
内
容
　
高
齢
者
福
祉
、
健
康
と
医
療
、

暮
ら
し
と
法
律
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
な
ど
。
趣
味
の
実

技
講
座（
ク
ラ
ブ
活
動
）も
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
受
講
料
　
年
間
１
万
円

■
入
学
案
内（
願
書
）配
布
場
所
　
大
町

保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
大
町
合
同

庁
舎
内
）、
市
役
所
福
祉
課
高
齢
者
・

介
護
保
険
係
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

各
公
民
館
、
大
町
公
民
館
分
室
、
市
八

坂
・
美
麻
支
所
に
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
29
日（
月
）ま
で
に
、

入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
、
入
学
案
内（
願
書
）配
布
場
所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課（
大

町
合
同
庁
舎
内
）

℡
２
３
・
６
５
０
７

▽
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係

℡
市
内
線
４
１
６

平
成
28
年
度
市
臨
時
職
員

　
市
で
は
、
次
の
職
種
で
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
制
度
業
務
員

　「
大
町
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
制
度
」は
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
を
業
務
員
と
し

て
１
年
間
雇
用
し
、
そ
の
業
務
の
経
験

を
生
か
し
て
一
般
企
業
な
ど
へ
の
就
職

の
実
現
を
図
る
制
度
で
す
。

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
大
町
図
書
館
ほ
か

■
応
募
資
格
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
こ
と
。

▽
市
内
に
お
住
ま
い
か
、
帰
省
先（
実

家
）が
市
内
の
人

▽
療
育
手
帳
所
持
者
で
就
労
を
希
望
し

て
い
る
人

▽
１
人
で
通
勤
で
き
る
人

■
業
務
内
容
　
大
町
図
書
館
の
蔵
書
整

理
、
市
役
所
内
の
清
掃
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

■
賃
金
　
日
額
４
５
０
０
円

■
採
用
　
平
成
28
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ
り
通

勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。
雇
用
保

険
・
社
会
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
２
月
19
日（
金
）ま
で
に
、

庶
務
課
職
員
係
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、直
接
、庶
務
課
職
員
係
へ
。

■
採
用
試
験
　
２
月
23
日（
火
）午
前
９
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お
知
ら
せ

高
瀬
川
右
岸
土
地
改
良
区

総
代
総
選
挙

３
月
５
日
告
示
・
３
月
12
日
投
票

　
３
月
15
日
任
期
満
了
に
伴
う
高
瀬
川

右
岸
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
は
、
３

月
５
日（
土
）に
告
示
、
３
月
12
日（
土
）

に
投
開
票
を
行
い
ま
す
。

■
定
数

▽
第
１
選
挙
区（
常
盤
地
区
）　
30
人

▽
第
２
選
挙
区
（
松
川
村
、
安
曇
野
市

穂
高
地
区
の
一
部
）　
30
人

■
任
期
　
４
年

■
投
票
で
き
る
人
　
高
瀬
川
右
岸
土
地

改
良
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人

■
立
候
補
の
届
出

▽
受
付
期
間
　
３
月
５
日（
土
）・
６
日

（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
受
付
場
所
　
高
瀬
川
右
岸
土
地
改
良

区
事
務
所

■
立
候
補
届
出
の
事
前
審
査

▽
受
付
期
間
　
２
月
26
日（
金
）ま
で

▽
受
付
場
所
　
高
瀬
川
右
岸
土
地
改
良

区
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会

℡
市
内
線
５
１
８

養
育
費
・
面
会
交
流
研
修
会

　
離
婚
な
ど
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
で
、

取
り
決
め
た
養
育
費
が
も
ら
え
な
い
、面

会
交
流
が
実
施
さ
れ
な
い
な
ど
で
お
困

り
の
人
や
、養
育
費
な
ど
の
取
り
決
め
方

を
知
り
た
い
人
を
対
象
に
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
個
別
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
無
料
で
す
。
個

別
相
談
の
み
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時
　
２
月
20
日（
土
）　
午
後
１
時
〜

４
時

■
会
場
　
市
役
所
東
庁
舎
　
２
階
　
東

中
会
議
室

■
内
容

▽
研
修
会

【
講
師
】
下
坂
節
夫
さ
ん
（
養
育
費
相
談

セ
ン
タ
ー
主
任
相
談
員
）

▽
個
別
相
談

○
申
し
込
み
　
２
月
15
日（
月
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
市
内
線
７
５
７

認
知
症
介
護
者
の
会

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
自
身
の
心

身
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て

「
認
知
症
介
護
者
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
２
月
23
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
西

第
１
・
２
会
議
室

■
内
容
　
座
談
会
～
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
し
ま
し
ょ
う
～

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
で
は
、
昭

和
26
年
２
月
22
日
に
行
政
書
士
法
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
２
月
22
日

を「
行
政
書
士
記
念
日
」と
定
め
て
い
ま

す
。

　
長
野
県
行
政
書
士
会
で
は
、
こ
の
記

念
日
に
面
接
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作

成
や
、
遺
産
分
割
・
示
談
書
な
ど
の
権

利
・
義
務
に
関
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
、

お
困
り
事
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
不
要
、
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
２
月
20
日（
土
）　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

■
会
場
　
大
町
公
民
館
分
室

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
行
政
書
士
会
松
本
支
部

℡
０
２
６
３
・
３
３
・
７
１
６
６

【広告】
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推
進
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
講
座
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
参
加
店
舗
・
講
座
な
ど
詳
し
く
は
、

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.o

cci.jp
/

■
開
催
期
間
　
２
月
１
日（
月
）～
27
日

（
土
）

■
講
座
日
時
　
各
参
加
店
舗
が
開
催
期

間
中
に
設
定

■
会
場
　
各
参
加
店
舗
で
実
施

■
問
い
合
わ
せ

大
町
商
工
会
議
所
指
導
課

℡
２
２
・
１
８
９
０

知
っ
て
ト
ク
す
る　
第
５
回

お
ぉ
！
ま
ち
ゼ
ミ
な
～
る

　
大
町
商
工
会
議
所
で
は
、
市
民
と
商

店
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
協
働
事
業
と

し
て
、
５
回
目
の
「
お
ぉ
！
ま
ち
ゼ
ミ

な
～
る
」を
開
催
し
ま
す
。

　
お
ぉ
！
ま
ち
ゼ
ミ
な
～
る
は
、
市
内

の
参
加
店
舗
を
教
室
に
、
店
主
や
ス

タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
り
、
そ
の
店
の
専

門
的
な
知
識
や
技
術
、
特
徴
な
ど
を
無

料
で
お
客
さ
ん（
受
講
者
）に
お
伝
え
す

る
少
人
数
制
の
講
座
で
す
（
材
料
費
が

必
要
な
場
合
あ
り
）。
店
と
お
客
さ
ん

が
交
流
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
で
、
店
と
ま
ち
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を

大
北
地
域
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
集
い

　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進
な
ど
を
図
る
「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
北
地
域
協
議
会
」で
は
、

大
北
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ
な
げ
る

集
い
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、

参
加
無
料
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
日
時
　
２
月
16
日
（
火
）　
午
後
１ 

時
30
分
～
５
時

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
　
２

階
　
大
会
議
室

■
内
容

▽
映
画
上
映
　「
パ
ワ
ー
・
ト
ウ
・
ザ
・

ピ
ー
プ
ル
」

▽
講
演

【
テ
ー
マ
】大
町
で
も
で
き
る
地
域
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業

【
講
師
】
高
橋
真
樹
さ
ん
（
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
）

▽
活
動
報
告
　
大
町
市
、
白
馬
村
土
地

改
良
区
、
池
田
町

■
問
い
合
わ
せ

▽
北
安
曇
地
方
事
務
所
環
境
課

℡
２
３
・
６
５
６
３

▽
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

℡
市
内
線
４
６
５

　お昼のお知らせ・生出演
　大町商工会議所指導課経営指導員の山口征廣さ
んをゲストにお招きして、２月11日（木）に開催
する信濃大町「あめ市」のイベント情報などをご紹
介します。お楽しみに！

 放送日  …………………… ８日（月）　午後0：20

　暮らしのガイド～ダイヤル119～
　セルフ式ガソリンスタンドにおける安全な給油
方法について大町消防署消防士の松本隼人さんの
お話です。

 放送日  ……… １日（月）・15日（月）　午後8：45

市議会（本会議）３月定例会
生放送　午前10：00

＊本会議……………………………… 23日〜24日
＊一般質問…………………………３月１日・２日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊市民芸術祭④（洋舞）………………… １日〜 ５日
＊大町北高校　閉校式典…………… １日〜 ８日
＊北川フラム氏講演会……………… １日〜12日
＊松本山雅新体制発表会…………… ３日〜12日
＊東小学校　絆コンサート………… ８日〜20日
＊骨粗しょう症講座………………… 10日〜14日
＊折弁カラオケチャンピオン大会… 15日〜27日
＊吹奏楽団　山の音楽家定期演奏会
　………………………………… 22日〜３月５日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊源流美麻太鼓　バチ納め演奏会… １日〜14日
＊大きくなったら（市内保育園・幼稚園）
　…………………………………… 15日〜３月末

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツコーナー、
情報コンシェルジュ、市からのお知らせなど

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ 2月の番組から ●

● 有線放送 2月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります

▽木製セミダブルベッド（約20年前購入、数回使用）
　�������������������� 無料

▽ベビーバス（約10年前購入、新品同様）���  無料

▽レーザーカラオケ用ディスク（約20年前購入）
　�������������������� 無料

▽第一中学校男子用上下制服（２年前購入、約20回使
用、約160㎝・ウエスト60〜64㎝）������ 応談

●譲ってください

▽クラリネット

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。
　このコーナーでは、家庭で利用しなくなった生活用品
で、まだ十分利用できる不用品の再利用を目的に情報
提供しています。譲りたい物、譲ってほしい物があれば、
台帳に登録します。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３
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＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,899（－ 18） 転入   64

男 14,015（－ 8） 転出   66

女 14,884（－ 10） 出生   14

世帯数 11,837（ 0） 死亡   30
※１月 1 日現在、（　）内は前月比

　
10
ペ
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ジ
の
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め

き
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イ
・
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テ
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に
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載
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た
奥
原
希
望
さ

ん
と
地
元
の
子
ど
も
た

ち
の
交
流
会
。
当
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は
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世
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な
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直
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と
い
う
こ
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も
あ

り
、
テ
レ
ビ
局
４
社
、
新
聞
社
５
社
が
取

材
に
訪
れ
、注
目
度
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
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プ
レ
ー
に
加
え
、
大
勢
の
記
者
の
取
材

に
堂
々
と
答
え
る
奥
原
さ
ん
。
一
流
ア
ス

リ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
一
方

で
、
駆
け
付
け
た
友
達
に「
あ
け
お
め
！
」

と
手
を
振
る
20
歳
の
普
通
の
女
の
子
の
一

面
も
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
地
元
の
応
援
が
何
よ
り
の
力
に
な
る
と

話
し
、
発
足
す
る「
奥
原
希
望
さ
ん
を
応

援
す
る
会
」や
、
市
役
所
に
掲
げ
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懸
垂

幕
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と
て
も
う
れ
し
い
と
大
町
の
盛
り
上

が
り
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

図書館だより
－今月のおすすめ本－　

もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの
『イノベーションと企業家精神』を読んだら［小説］
��������������� 岩崎夏海／著

甲子園を目指す青春小説。「もし高校野球の
女子マネージャーがドラッカーの『マネジメ
ント』を読んだら」の続編。

夜中の電話　父・井上ひさし最後の言葉［作家論］
��������������� 井上麻矢／著

2010年に没した井上ひさしが三女・麻矢に
語った77の珠玉の言葉をまとめた作品です。

不動の魂　桜の15番ラグビーと歩む［ラグビー］
�������� 五郎丸歩／著、大友信彦／編
「日本のフルバック」五郎丸歩が、少年時代か
ら日本代表最多得点記録更新までのラグビー
人生を語ります。

地中世界のサバイバル２［科学］
�� スウィートファクトリー／文、韓賢東／絵

体が小さくなるスーツを着て、地中探検をす
ることになったジオたち。男の子に人気のサ
バイバルシリーズです。

モンキードッグの挑戦　野生動物と人間の共存
［児童ノンフィクション］���� あんずゆき／著

サルを追い掛けて山に追い払うように訓練した
イヌ「モンキードッグ」。大町を題材にした話です。

へんしんマーケット［絵本］
���������� あきやまただし／作・絵

買い物をすると意外なものに変身しちゃう不
思議なスーパーマーケット。笑いがいっぱい
の言葉遊びの絵本です。

－貸出ベスト３（12月）－
(一般)
No.1　帰郷　三世代警察医物語［小説］
�������������� 新津きよみ／著
No.2　父娘の絆　三世代警察医物語［小説］
�������������� 新津きよみ／著
No.3　居酒屋ぼったくり４［小説］
��������������� 秋川滝美／著

(子どもの本)
No.1　かいけつゾロリシリーズ［日本の読み物］
������������� 原ゆたか／作・絵
No.2　てぶくろ［外国の絵本］
������ エウゲーニー・M・ラチョフ／絵
No.3　ヘリコプターのぷるたくん［日本の絵本］
���������������� 鎌田歩／作

－今月の推薦図書－

カラスの補習授業
松原始／著　雷鳥社
　カラスの系統学や嗅覚、視覚、
脳、知識的な行動など、あらゆる
面から書かれ、とても分かりやす
い内容になっています。ユーモラ
スでかわいいイラストに、思わずカラスファンに
なってしまう楽しい本です。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室��� 毎月第３木曜日　午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616
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くらしの案内板2月

無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

13日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
13日・27日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（水）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

9日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=征矢芳友弁護士 （次回は３月８日　土屋学弁護士）

行 政

24日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

24日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

24日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 18日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

18日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性

4日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52518日（木）

9:00〜12:00

育 児
12日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故 25日（木）
10:00〜15:00 大北福祉会館

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
（要予約）

8日・22日
月曜日

13:00〜16:00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

8日・22日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 18日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 16日・23日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）   （診療時間9:00〜17:00）

  7日（日）
内 大町協立診療所（大新田町） ☎ 26-5200

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

11日（木）
内 伊東医院　　  （大黒町） ☎ 22-0077

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

14日（日）
内 柿下クリニック  （清水） ☎ 21-1230

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

21日（日）
内 遠藤内科医院  （神栄町） ☎ 22-0031

外 ＪＡあづみ病院（池田町） ☎ 62-3166

28日（日）
内 菊地クリニック  （上一） ☎ 21-2580

外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11：00、診療時間9：00〜12:00）

  7日（日） 横澤歯科医院　　  （六九町） ☎ 22-1343

11日（木） 師岡歯科　　　　  （池田町） ☎ 62-9781

14日（日） きらり歯科医院　  （松川村） ☎ 62-0005

21日（日） 橘歯科医院　　　  （白馬村） ☎ 72-5025

28日（日） 丸山歯科クリニック（松川村） ☎ 62-0648

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）

  7日（日） かみいち林薬局　　  （上一） ☎ 26-3025

11日（木） タカミ薬局　　　  （下仲町） ☎ 22-0180

14日（日） れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

21日（日）
カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

28日（日） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 7日㈰・11日㈭・14日㈰・21日㈰・28日㈰

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


